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（前期比）

 売上高は、建築事業の売上高の減少等により減収

 各利益は、土木及び建築事業の売上総利益率が改善したこと等により増益

 新型コロナウイルス感染症の拡大による期初の緊急事態宣言下において一部
の工事で短期間の中断があったものの、大きな影響はなし

（業績予想比）

 主に土木事業の売上高の増加及び売上総利益率の改善等により、各利益とも
業績予想を大きく上回る

 売上高：8,712百万円(4.1％)増加

 売上総利益：3,779百万円(13.6％)増加

 営業利益：3,480百万円(37.0％)増加

 経常利益：3,779百万円(34.4％)増加

 親会社株主に帰属する当期純利益：2,285百万円(28.6％)増加
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（前期比）

• 資産の部

 「現金預金」「有価証券」の減少

現金預金と有価証券(主に譲渡性預金)を合わせた手持資金は、大型の手持工事で支払
いが先行していることや当社技術研究所のリニューアルの実施等により減少

 「受取手形・完成工事未収入金等」の売上債権の増加

 「有形固定資産」の増加

技術研究所のリニューアルや連結子会社である石狩バイオエナジーの建設仮勘定の増
加等により増加

 「投資有価証券」の増加

上場株式を3銘柄売却したものの株式市場が上昇したことにより含み益が増加

• 負債の部

 「支払手形・工事未払金等」の仕入債務の増加

 「ノンリコース借入金」の増加

石狩バイオエナジーの発電所の建設進捗に伴うプロジェクトファイナンスによる借入
金の増加

• 純資産の部

 自己株式の消却(600万株)による「自己株式」の減少(消却に伴い「資本剰余金」及び
「利益剰余金」も減少)

 投資有価証券の含み益増加による「その他有価証券評価差額金」の増加

 自己資本比率は、1.7ポイントダウンの51.4％
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 近年は繰越工事残高が高水準に推移しており、2018/3期以降は土木・建築合
計の売上高が2,000億円超となっている

（前期比）

 売上高合計：5,659百万円(2.5％)減少

 土木・建築合計：7,100百万円(3.3％)減少

 土木：4,552百万円(4.5％)増加

 建築：11,652百万円(10.0％)減少
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（前期比）

 売上総利益合計：2,391百万円増加(12.8％→14.3％、1.5ポイントアップ)

 土木・建築合計：2,044百万円増加(1.4ポイントアップ)

 土木：1,150百万円増加(0.4ポイントアップ)

土木は、期末に複数の大型工事で想定以上の設計変更を獲得したこと等によ
り売上高、売上総利益ともに増加

 建築：893百万円増加(1.7ポイントアップ)

建築は、減収となったものの、前期は複数の不採算工事の発生により売上総
利益率が低下していたため、当期は利益率が改善し増加

 工事損失引当金

土木 ⇒ 19百万円減少(609百万円 ⇒ 590百万円)

工事完成によるもの ▲356百万円

引当不足によるもの ＋337百万円

建築 ⇒ 244百万円減少(518百万円 ⇒ 273百万円)

工事完成によるもの ▲219百万円

損失見込額の減少によるもの ▲25百万円
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 その他は、主に連結子会社である奥村機械製作の建設資機材等の製造及び販
売事業

6



（前期比）

 一般管理費の総額は、1,027百万円増加

 人件費は、同一労働同一賃金に対応した給与制度の見直しに伴う増加等によ
り508百万円増加

 その他は、コロナ禍における出張の自粛等により、通信交通費や交際費等が
減少したものの、奥村組の調査研究費等が増加していることや連結子会社で
ある石狩バイオエナジーの経費の増加等により519百万円増加
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（前期比）

 営業外収益は、受取利息配当金及び貸倒引当金戻入額が減少したものの、受
取和解金や投資事業組合運用益(※)の計上により増加し、前期並み

 営業外費用は、連結子会社である石狩バイオエナジーのプロジェクトファイ
ナンスに伴う支払手数料が減少

(※)

情報収集のため出資している投資事業有限責任組合の当期利益のうち当社持分
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（前期比）

 特別利益は、上場株式3銘柄を売却したものの、前期も同様の売却(5銘柄)が
あったことにより、投資有価証券売却益が減少

 特別損失は、上場株式の一部の銘柄で株価が下落したことに伴い、評価損を
計上
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 2021/3期の営業利益と経常利益は、連結での開示を開始した2006/3期以降で
2019/3期に次ぐ過去3番目の水準

（前期比）

 営業利益：1,363百万円(11.8％)増加

 経常利益：1,495百万円(11.3％)増加

 親会社株主に帰属する当期純利益：489百万円(5.0％)増加

 ＲＯＥ：0.3ポイントアップの6.3％
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 2021年2月に公表した年間配当予想111円から29円増配した140円を予定

 年間配当額140円の連結配当性向は51.5％(連結総還元性向も同じ)
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 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益の計上及び
未成工事受入金の増加等により、23百万円の増加

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無形固定資産の取得等によ
り、8,963百万円の減少

 財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払い等により減少したも
ののノンリコース借入等により、1,722百万円の増加
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（前期比）

 売上高：10,287百万円(4.7％)増加

 営業利益：2,580百万円(20.0％)減少

 土木：売上高は12,698百万円(12.1％)減少、

売上総利益は3,059百万円減少(1.1ポイントダウン)

前期は、期末に複数の大型工事で設計変更の想定以上の獲得等があり、当期
の予想にはこれらを織り込んでおらず減収減益の見込み

 建築：売上高は20,893百万円(19.9％)増加、

売上総利益は983百万円増加(0.8ポイントダウン)

前期は着工後間もない大型の手持工事が複数あり売上高が減少したが、当期
は施工が進み増収の見込み、売上総利益は売上高の増加に伴い増益の見込み

 一般管理費は、前期並み
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（前期比）

 経常利益：3,579百万円(24.2％)減少

 親会社株主に帰属する当期純利益：1,085百万円(10.6％)減少

 当期予想の営業外収益・営業外費用には通常発生するものだけを見込んでお
り、為替差損益や貸倒引当金戻入額は見込んでいない

 特別損益には投資有価証券の売却益を2,000百万円見込んでいる
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 株主還元政策を踏まえたうえで、経営環境等を総合的に勘案し、2022/3期年
間配当額は前期から15円減配の1株当たり125円を予定

 年間配当予定額1株当たり125円は通期業績予想に対する連結配当性向51.4％
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（繰越工事高）

 土木：196,838百万円(2010/3期の進行基準全面適用以降で最高値)

 建築：167,175百万円( 〃 2番目)

 合計：364,014百万円( 〃 最高値)

（翌期予想前期比）

 土木：38,230百万円(29.8％)減少

繰越工事高が増加していることから、施工体制等を勘案し減少見込

 建築：46,006百万円(48.9％)増加

当期契約予定の大型内定案件が複数あること等を勘案し増加見込

 合計：7,775百万円(3.5％)増加
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